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目的 肛囲新生物における PDT の報告 
研究デザイン 症例集積研究 
セッティング Department of Surgical Oncology, Roswell Park Cancer 

Institute 
対象者 1 名の肛囲パジェット病、2 名の有棘細胞癌、2 名の Bowen 病 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 2 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （14） 

介入（要因曝露） レーザーを使用したフォトフィリンの全身投与による PDT  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 腫瘍の消失 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

主な結果 

治療直後に紅斑、36-48 時間後に水疱形成し、72 時間後に脱落した。

5.2（1-8）年の経過観察中 2 例に再発した。1 例はパジェット病で 4
年後に再発した。1 例は Bowen 病の治療 9 カ月後に再発し、切除に

より良好な経過を得られている。4 例で治療後高度の疼痛がみられた

が、モルヒネの静注で軽快した。 
結論 手術後の残存腫瘍の治療に PDT は有用である 
備考   
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エビデンスのレベル分類（ V ） 
治療のしにくい状況での PDT 使用例。再発が 40％にみられた。 
 

 




